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国内携帯電話市場の動向（クアルコム調査）

Source: IDC, QCJ internal analysis
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◼端末販売台数の推移(単位：百万台)

• 2019年電気通信事業法改正後、市場規模が縮小

• 2022年には、事業法改正以前と同等程度の規模に戻る見込み

◼価格帯の推移(%)

• 5Gサービスの開始に伴い、端末価格が上昇
このタイミングと同じく、Prem/High tierへの割引が停滞

• Prem/High tierの割合が事業法改正以前から24%低下

構成員限り 構成員限り



国内携帯電話市場における5G・ミリ波搭載端末（クアルコム調査）

◼ミリ波搭載端末

販売台数の推移

• 2022年のミリ波搭載の販売台数は143万台

◼ミリ波搭載端末

販売台数の割合

• ミリ波搭載端末は、2022年における携帯電話市場

の販売台数の約4.2%。

米国は57.3%（2022年）
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Source: IDC(Dec-2022), QC Japan Internal analysis
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◼5G対応端末
販売台数の割合の推移

• 5Gへの移行が順調に進展

5G対応端末販売台数の割合の推移（%)
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国内キャリアにおける端末への投資とインフラへの投資の比較

Source: QC Japan analysis, MCA
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5Gは2035年に世界で13.1兆ドルの販売活動を可能に

EnergyIndustrial

Public safety
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Retail

Transportation

Smart cities

Agriculture

Healthcare Entertainment

あらゆる産業でのデジタルトランスフォーメーションを牽引

Source: The 5G Economy, an independent study from IHS Markit,

commissioned by Qualcomm Technologies, Inc., November 2020



5G mmWave による 5Gのフルポテンシャルの発揮

5G mmWave - Unlocking the Full Potential of 5G (GSMA)



77

* Current or expected by end of 2022

5G mmWave 周波数割当と商用化の状況 (Nov 2022)
商用サービス – 8 → 28 事業者*

周波数が利用可能 – 14→ 31 国・地域*

Extensive 
commercialization

Spectrum 
allocated

Early 
commercialization
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AT&T | T-Mobile | Verizon | US Cellular

Malta
Greece

Chile

Germany
DT (PN) 

Italy
FastWeb | TIM 

Denmark

United 
Kingdom

Brazil
Claro Brazil | TIM Brazil
Vivo (Telefonica)

India

Spain

Sweden

Croatia
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ミリ波を巡る現状と課題①

「5GビジネスデザインWG（第2回）」クアルコム資料より引用。一部データを更新。

現状 課題

基地局

• Sub-6 GHz の基地局は全国で約5万局
ミリ波の基地局は全国で約2.3万局
(2022年10月末時点、4事業者合計)

• 各事業者は開設計画に対して前倒しで設置

• 都市部であってもミリ波のエリアへアクセスする
機会は稀
ユーザーが5Gの真のポテンシャルによる利益を
享受する機会が限定的に。

端末

• 対応端末の機種数は増加中:
‘20夏は4機種、’20冬は3機種
’21夏は5機種、’21冬は5機種
’22夏は9機種、’22冬は8機種

(4事業者)

• ミリ波対応端末のシェアは４％程度
（米国の1/10以下）

日本

Sales volume: 
1.4 M (2022)

Sales volume: 
90 M (2022)

4.2% of the
total

57.3% of the 
total

米国
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ミリ波を巡る現状と課題②

現状 課題

サービス
& 

Local 5G

• ユーザーは追加料金なし（SAについては一部
通信事業者において追加料金設定）でミリ波を
利用可能

• “with COVID-19”で外出の機会が増えている状
況下、XR/ARのような新たなサービスの登場が
期待

• 5Gの真のポテンシャルを活かすことができるサービ
スの普及が不十分

• 多様な分野においてミリ波を利用するPoCは進められ
ているものの、商用化には至っていないものが多い

国際動向
• 米国ではミリ波を利用したビジネスが着実に

進展中
• 他各国・地域で順次ミリ波ラインセンスが付与
• 商用サービスはこれから本格化

• 韓国において、政府目標を達成していないため、
MSITによりミリ波ライセンスがキャンセル

• ミリ波の本格的な利活用がこれから、という状況に
あって、日本の動向が世界から着目

「5GビジネスデザインWG（第2回）」クアルコム資料より引用



10Confidential – Qualcomm Technologies, Inc. and/or its affiliated companies – May Contain Trade Secrets

ミリ波利活用促進に向けた取組のご提案

～日本が5Gのメリットを活かした
ビジネスデザインを世界に率先して行うために～

国家目標の設定

• 人口カバー率ではなく、
定量的な基地局数に関する
国家目標の設定
特にキャパシティ拡張のた
め、高トラフィックあるい
は戦略的なエリア（例：空
港、地下鉄、都市部、
ショッピングセンター）

• 投資を促進するための
インセンティブの付与

• インセンティブと
質の高いサービスの提供や
他公共政策との連動

端末販売への
インセンティブ

• 新技術の普及や、
事業者による創意工夫の
促進

• ミリ波端末の普及目標の
設定（現実的かつ最低限
の値）

• 端末におけるミリ波関連
アイコン表示の推奨

産業政策

• 5G ミリ波へのアクセスに
より新たな体験を得られる
XR/ARのような先進的な技
術やサービス開発の促進

• Local 5Gの長期的支援
（バーティカルプレイヤー
育成は時間を要する）

• 日本の先進的な技術のリー
ダーシップとしての強みの
強化

５G・ミリ波ビジネスを成功させ、世界をリードする絶好の機会

「5GビジネスデザインWG（第2回）」クアルコム資料より引用
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端末販売へのインセンティブ設定等

[ Proposed policy 1 ]
• 2019年改正電気通信事業法に基づく端末購入に対する上限２万円規制を、

ミリ波端末については上限を引き上げ（４万円）

[ Reason for proposal ]

• インセンティブを設定することで、ミリ波非対応端末に対してミリ波搭載
を誘発。

• 差額が大きくなることで、転売対策としても効果が期待。

[KPI案] (5% as of 2022)

ミリ波端末の割合を

2025年には50%以上
2030年には80%以上

（スマートフォンの台数ベース）

[ Proposed policy 2]

• 利用者へのわかりやすい情報提供を行う観点から、ミリ波を受信している
ことを示すミリ波アイコンの表示の推奨

「5GビジネスデザインWG（第2回）」クアルコム資料より引用



ご質問事項 クアルコム回答内容

１．通信料金と端末代金の完全分離に
係る法改正の効果と課題について

• 法改正に伴い、競争上の自由度に制約が生じ、端末市場に混乱が
発生。市場規模は法改正以前と同等程度に戻りつつあるものの、
市場の構造がPrem/High tier中心からMid/Low tier中心へと移行し、
新たな技術の導入速度が低下。

各通信事業者様の料金収入の規模縮小に伴う、設備投資の抑制も
同時に発生。

結果として、ユーザーの選択肢が実態上狭まるとともに、日本の
5Gサービスの品質が、世界の中で相対的に低い評価となり、利用
者が享受しうる便益が低下傾向となっている。

• 4Gから5Gサービスへの移行期であることからも、新たな技術の導

入を活性化させるとともに、公平かつ公正なルールのもと、自由
な競争が促され、市場の持続的な発展が可能となる、中長期的視
点からの競争政策を期待する。

• 一例として、ミリ波やSA(Stand Alone)など新たな技術に対応する
端末や、データ使い放題プラン等へのインセンティブを提案。

➢ 例１：ミリ波・SA対応端末への割引上限額を２万円（税抜）
から４万円（税抜）へ緩和。

➢ 例２：データ使い放題プランへのインセンティブ設定。
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Source: https://www.rootmetrics.com/en-US/content/mmwave-cutting-through-congestion

5G mmWave + mid-band = 最高の QoE (Quality of Experience) を提供

Median download throughput (Mbps) • RootMetrics の調査で、5G mmWaveは混雑した
NWであっても 均質なユーザー体験 を提供でき
ることを確認

• 5G mmWaveは、ネットワークの負荷が高い
場合でも、大容量・高速サービスを保証

スタジアム 鉄道駅 屋内モール 屋外
ホットスポット

Uncongested Congested

258.6

1932.5

44.8

231.4

Mid-band mmWave



*  Subscribers able to experience mmWave daily.     ** Hypothetical UK operator with 30% market share

Source: Qualcomm Technologies and Bell Labs Consulting study, April 2022

5G mmWaveは大容量が必要なエリアでも高品質なサービスを
高いコスト効率で実現

スタジアム

鉄道駅

インドア
モール

屋外
高密度エリア

2000

24%

5G mmWave 

ホットゾーン**

ユーザの日常的
な利用率%

Net-0
Capex

高コスト効率な技術が要求
特にアップリンク

消費電力を～70%削減

mmWave vs. mid-band 

“ホットゾーン”あたりの
必要なスモールセルの数の比較
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Verizon 5G UWB in Stadium, USA

At Super Bowl LV, 5G Will Change the Game | PCMag

5G Ultra Widebandのユーザは視聴できるストリーム数が多い

スタジアムのシートの下に設置された5Gミリ波のスモールセル

https://www.pcmag.com/news/at-the-super-bowl-5g-gives-you-7-ways-to-view-the-action

